
 

MPC-SAMP (センサーアンプ) 

 

MPC-SAMP(センサーアンプ)は MPC-AD12 に直結可能な高利得差動アンプです。前段入力に、
リニアテクノロジーLTC2053 を採用し高信頼性・高精度を確保しています。出荷状態で、利得
は 250 倍に設定されており K 型熱電対をそのまま使用できます。チャンネル数は 8CH で、
MPC-AD12 にフラットケーブルで直結できます。電源は制御用 DC12V～24V を使用可、内部イ
ンバータによりアンプ SG は外部と絶縁されています。 
 
【温度の取得】 
MPC-SAMP に熱電対を接続(プラス側を偶数番号、マイナス側を奇数番号)し、電源を与えると、
J5 に電圧出力が現れます。温度と出力の関係は以下のとおりです。誤差はオペアンプのオフセ
ットによって生じるものです。このため、2450 の値を 2400～2500 の間で調整します。 

TEMP℃ =(2450 – OP 出力 + 誤差)/10 
プログラムとしては、 
    TEMP=2450-AD(1,CH) 
となり TEMP には、温度の値の 10 倍の数がはいります。 
 
定数 2450 は内部基準電圧 1.225V の mV 表現の倍の数です。この値も±5mV 程度の個体差があ
ります。なお、各入力端子をショートすると、温度補正 IC(U9 LT1025)の出力電圧があらわれ、
これは、MPC-SAMP の現在温度となります。 
 
【他のセンサの接続】 

他のセンサを接続する場合は、R51 と R71 を実装してセンサアンプの倍率を決定する必要がありま
す。倍率は、以下のとおりです。VR は 0～2K の範囲で調製可能です。 
                     GAIN = (VR+R51+R71+1K)/1K 
その上で、P1～SP8 を 2-3 側とし、SP11～SP18 を 1-2 側ショートとします。(熱電対温度補正なし) 
たとえば、R51=99K,R71=0Ωとすれば、100 倍のアンプとなり、入力 1mV に対して 100mV が得られま
す。このときの入力と出力の関係は以下のとおりです。オフセット誤差とはオペアンプが持っている誤差
で最大±20μV あります。 
          OP= 2450 – ((オフセット誤差 + センサ入力(mv))×100)   
注) (センサ入力(mv))×GAIN)の値が、-1600～+2400 の範囲で使用してください。 
 
【SP 等設定】 

【SP1～18,VR1～8 設定・機能】 
 1-2 2-3 
SP1～SP8 K 熱電対モード(R4X+R6X) R5X+R7X 有効 
SP11～SP18 LM2053 REF SG 接地 温度補正モード 

2KR   R4X+R6X もしくは R5X+R7X に直列補正用 VR1～VR8 
R4X+R6X+VRX=249K 調整済 

SP9 内部電源イネーブル(ショート) 
SP10 内部 5V 給電用(オープン) 

注)太字は出荷設定 
【出荷検査データ】 

 シリアル番号:(           ) 
D 電圧  内部基準電圧(1.225Vtyp) 
+V 電圧  アイソレート DC5V 
-V 電圧  アイソレート-V 
 CH1 CH2 CH3 CH4 CH5 CH6 CH7 CH8 
K 計測値:室温(      )         
K 計測値:氷水(      )         
 



 
 
【ピンアサイン】 
入力端子 

1 CH-1 –側 (INV) 
2 CH-1 +側 (NI) 
3 CH-2 –側 (INV) 

 
 
J1 

4 CH-2 +側 (NI) 
1 CH-3 –側 (INV) 
2 CH-3 +側 (NI) 
3 CH-4 –側 (INV) 

 
 
J2 

4 CH-4 +側 (NI) 
1 CH-5 –側 (INV) 
2 CH-6 +側 (NI) 
3 CH-6 –側 (INV) 

 
 
J3 

4 CH-6 +側 (NI) 
1 CH-7 –側 (INV) 
2 CH-7 +側 (NI) 
3 CH-8–側 (INV) 

 
 
J4 

4 CH-8 +側 (NI)  

J5 出力 
1 CH1 OP 出力 2 SG 
3 CH2 OP 出力 4 SG 
5 CH3 OP 出力 6 SG 
7 CH4 OP 出力 8 SG 
9 CH5 OP 出力 10 SG 
11 CH6 OP 出力 12 SG 
13 CH7 OP 出力 14 SG 
15 CH8 OP 出力 16 SG 
17 NC 18 NC 
19 NC 20 NC 
21 NC 22 NC 
23 NC 24 NC 
25 (5V) 26 SG 

J6 電源 
1 +DC 
2 GND 
3 FG  

 
SP11～18 
 
 
 
 
 
J1～J4 
 

 

SP1～8 
 
 
 
 
 
J5 
 
 
 
 
 
J6 

 
【回路図】 
熱電対設定の電圧の関係は以下のとおりです。 
      B = D × 2  - ( ( 熱電対 × 250 ) + C + 誤差        
 D は 1.2V の基準電圧ですが、1.225V を中心に個体差があります。 
 C は LT1025 の出力する 10mV/℃の補正出力です。(ゼーベック効果参照) 
 LM2053 には最大で+/-20μV のオフセットがあり、オフセット×利得の誤差発生。 
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